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交 通 案 内

近鉄 0上六～西大寺(京都線)～「新田辺」下車、約15K

●京都～丹波橋～「新田辺」下車

0奈良～西大寺～「新田辺」下車

」 R● 京橋 (学研都市線)～ 長尾 ～「京田辺」下車、約 K

(下 車後、バス有 「一体寺道」下車、西約05K)

酬

当寺には一体禅師遺法とい

われる有名な一体寺納豆が

あり、雅趣のある風味は万

人に喜ばれている。

〒610-0341

京都府京田辺市薪里ノ内102

TEL(0774)62-0193

http:〃 www ikkyuji org/

製作 便利堂
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重文 一体禅 師木像

重文 ―休禅師頂相

唐門窓 よ り

南庭 を望 む



酬
恩
庵

一
体
寺
の
沿
革

当
寺

の
元

の
名
は
妙
勝
寺

で
あ

っ
て
、
鎌
倉
時
代
、

臨
済
宗

の
高
僧
大
應

国
師

（南

浦

紹

明
）
が
中
国

の
虚

堂
和
尚
に
禅
を
学

び
、
帰
朝
後
禅

の
道
場
を

こ
こ
に
建

て
た

の
が
始
め
で
あ
る
。
然
る
に
そ

の
後
、
元
弘

の
戦

火
に
か
か
り
復
興
も
な
ら
ず
に

い
た
も

の
を
、
六
代

の

法
孫

に
当
る

一
体
禅
師
が
康
正
年
中

２

四
五
五
―
六

年
）
、
宗
祖

の
遺
風
を
慕

っ
て
堂
字
を
再
興
し
、
師
恩
に

む
く

い
る
意
味
で
、
「
酬
恩
庵
」
と
命
名
し
た
。
禅
師
は
こ

こ
で
後
半

の
生
涯
を
送
り
八
十

一
才
で
大
徳
寺
住
職
と

な

っ
た
時
も

こ
の
寺
か
ら
通
わ
れ
た

の
で
あ
り
、
文
明

十
三

２

四
八

一
）
年
十

一
月
二
十

一
日
八
十
八
才

の
高

齢
を
以
て
当
寺

に
お

い
て
示
寂
さ
れ
遺
骨
は
当
所
に
葬

ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
禅
師
が
晩
年
を
過
ご

さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
「
一
体
寺
」
の
通
称

で
知
ら
れ
る

に
至

っ
た

の
で
あ
る
。



名勝 方丈庭園 (北 庭 )

本
　
堂
（重
要
文
化
財
）

永
享
年
間
２

四
二
九
―
四
〇
年
）
足
利
六
代
将
軍
義

教

の
帰
依
に
よ
り
建
立
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
入
母
屋

造
り
檜
皮
葺
で
、
内
部
に
は
釈
迦
如
来
・文
殊
菩
薩

。

普
賢
菩
薩
を
祀
り
、
山
城

・
大
和
の
唐
様
仏
殿
と
し

て
は

一
番
古

い
遺
構

の
建
造
物
で
あ
る
。

方

　

丈

（
童
妥
文
化
財
）

加
賀
城
主
前
田
利
常
公
が
大
坂
の
陣

の
時
、
木
津
川

に
陣
を
し
き
当
寺
に
参
詣
し
た
お
り
、
寺

の
荒
廃
を

歎
き
、
慶
安
三
２

六
五
〇
）
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
内
部
襖
絵
は
江
戸
初
期
の
画
家
狩
野
探
幽

斎
守
信
の
筆
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
体
禅
師
木
像
（重
要
文
化
財
）

方
丈
中
央
に
安
置
し
て
あ
る
木
像
は
、　
一
体
禅
師
御

逝
去
の
年

（八
十
八
才
）
、
高
弟
墨
済
禅
師
に
命
じ
て

等
身

の
像
を
作
ら
し
め
、
頭
髪
と
者
と
は
自
ら
の
も

の
を
植
付
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

頂

　

相

（重

要
文
化
財
）

一
体
禅
師
の
肖
像
画
で
絵
は
伝
曾
我
蛇
足
、
賛
は

一

体

の
自
筆
で
あ
る
。
賛

の
内
容
は
、
臨
済
か
ら
伝
わ

っ
た
禅
を

一
体

一
人
で
引
き
継

い
で
い
る
の
だ
と

い

う
も
の
で
あ
り
、
頂
相
中
、
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

虎

丘

庭

園

（
名
勝
指
定
）

虎
丘
庵
は
、　
一
体
禅
師
が
京
都
東
山
よ
り
移
し
て
居

住
し
た
所
で
あ
り
、
周
囲
の
庭
園
は
室
町
時
代

の
禅

院
枯
山
水
の
地
割
庭
園
で
、
作
者
は
茶
祖
村
田
珠
光

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

方

丈

庭

園

（
名
勝
指
定
）

方
丈
周
囲
の
庭
園
で
作
者
は
松
花
堂
昭
乗
、
佐
川
田

喜
六
、
石
川
丈
山
三
氏
合
作
と

い
わ
れ
、
北
庭
は
枯

滝
落
水
の
様
子
を
表
現
し
た
蓬
末
庭
園
、
東
庭
は
十

六
羅
漢

の
遊
戯
を
擬
え
た
も
の
、
南
庭
は
サ
ツ
キ
の

刈
込
み
と
白
砂

の
庭
と
し
た
北
、
東
、
南
、
三
面
の

庭
よ
り
な
る
江
戸
時
代
初
期
の
禅
院
枯
山
水
庭
園
で

あ
る
。



庫
襄

・
唐
門

。
東
司
（重
要
文
化
財
）

慶
安
三
年
、前
田
家
が
当
寺
再
建
時
に
新
築
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

鐘
楼

・
浴
室
（重
要
文
化
財
）

慶
安
三
年
、
方
丈
等
再
建
時
に
修
復
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

御
廟
所
（基
所
）

文
明
七
２

四
七
五
）
年
、　
一
体
禅
師
八
十
二
才
の
時
自
ら
建
立
せ
ら

れ
た
も

の
で
、
廟
前
庭
は
虎
丘
庭
園
と
同
じ
く
村
田
珠
光
作

の
室
町

時
代

の
枯
山
水
庭
園
で
あ
る
。
禅
師
は
人
皇
百
代
後
小
松
天
皇

の
皇

子
で
あ
る
の
で
御
廟
所
は
宮
内
庁

の
管
轄
で
あ
る
。

基

　

地

能
楽
観
世
流
三
代
音
阿
弥
元
重
、
十
五
代
元
章
、
十
九
代
清
興
、
江

州
観
音
寺
城
主
佐
々
木
承
禎
、
弓
木
多
撮
津
守
、
茶
人
寸
松
庵
等
、

禅
師
の
遺
徳
を
慕

っ
て
こ
ら
れ
た
名
士
の
墳
墓
が
あ
る
。

宝
物
殿

一
体
禅
師
の
墨
跡
や
御
使
用
の
御
物
等
の
寺
宝
を
展
示
及
び
火
災
等

の
災
害
か
ら
守
る
為
に
建
立
し
た
、
本
格
的
な
土
蔵
建
築
で
あ
る
。
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